
2023年度

事業実績

自 2023年4月  1日
至 2024年3月31日
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▼重点項目（分野）を｢業界結束強化｣｢税制｣｢交通安全｣｢保険｣｢クルマ･バイク好き拡大｣
とし、関係業界の支持・支援の下、諸活動を展開する

▼新型コロナウィルス収束を視野に、日本自動車会館運営事業の再構築を図る

▼新型コロナウィルス感染収束後の産業・社会の正常化、新たなモビリティ社会の実
現に向けた動向を見据えつつ、550万人がいる自動車業界をカバーする「総合団体」
として業界の結束強化を図る。

（１）自動車業界の結束強化

（２）重点項目への取り組み

（３）日本自動車会館運営事業の再構築

▼特に、2050年カーボンニュートラル達成については、経団連モビリティ委員会や
自民党自動車議連等との連携を取りながら、重点的に動向をフォローする

▼会議所各事業においてSDGsとの関連を明確化しつつ、CSP大賞も活用しながら、
業界のSDGsへの取り組み強化に向けた機運・意識の向上を図る
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Ⅰ－１．事業方針 （昨年6月総会資料）



１）業界結束強化（ビジョン・ミッションの推進）

➢ 新たなモビリティ社会実現を支える自動車業界550万人の結束強化と総合団体
としての認知向上

➢ 「クルマ・社会・パートナーシップ大賞(CSP大賞)」継続実施（第３回開催）

２）税制

➢ 自動車関係諸税の中長期的視点での見直しに向けて関係方面の議論を促進する

３）交通安全

➢ 「交通安全。アクション」を中心に業界の取り組みＰＲを継続・強化

４）保険

➢ 自賠責積立金 約5,900億円の早期全額返済に向けた理解活動の継続

５）クルマ好き拡大

➢ ホームページ・ＳＮＳを活用し、クルマ・バイクやイベント情報提供の充実を継続
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Ⅰ－２．重点項目 （昨年6月総会資料）



月 会議所運営・税制関係 事業・委員会関係

４
★5      自賠責被害者保護増進等事業に関する検討会
★ 8-9 交通安全ｱｸｼｮﾝ 2023新宿

★16    会員研修会<モビリティ>

５ ★22 運営審議委員会    <総会・理事会上程議案>

★31 理事会（書面） ★28   交通安全イベント（新宿警察署）

６ ★16 総会・理事会 <事業実績・計画/決算・予算案>
           懇親会  

★1 会員研修会<シェアリングエコノミー>

★28   会員研修会<情報セキュリティー>

７
★1   交通安全イベント（愛宕警察署）

８ ★3   JAF・税制改革フォーラム街頭活動（JR田町駅前） ★3     会員研修会<電動キックボード>
★4     自賠責被害者保護増進等事業に関する検討会

９

★5   CSP大賞 応募概要発表・公募開始(～11/20)
★6   経団連税制委員会

★12 税制部会<委員団体より要望内容ﾋｱﾘﾝｸﾞ>

★28 第1回税制委員会＜税制改正要望書(案)審議＞

★23  交通安全イベント（高輪警察署）

★26     会員研修会<物流 2024年問題>
★30     交通安全イベント（愛宕警察署）

Ⅱ．2023年度 事業進捗スケジュール 
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月 会議所運営・税制関係 事業・委員会関係

10

★5  経団連モビリティ委員会

★18 税制改正要望書とりまとめ
→議員・関係官庁配布

★30 自民党国交部会税制ﾋｱﾘﾝｸﾞ

★3    経済・産業委員会<自動車産業動向>

★10   日本自動車会館交流会
★11      道路・交通委員会<予算概算要求関係>

★26-27 全国専務理事会（東京)

★30 会員研修会<CASE> 
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★15 公明党自動車懇話会税制ﾋｱﾘﾝｸﾞ
★16 税制改革フォーラム ユーザー生の声パネル展示 開始

（日本自動車会館）

★20 CSP大賞 応募締め切り

★29-30 ＣＳＰ大賞第１回選考委員会（方針確認）

★16    国内施設視察会（静岡・富士モータースポーツ
フォレスト)

★27 交通安全ナスバ展示会（日本自動車会館内）(～12/1)
★29 会員研修会<サーキュラーエコノミー>       
★30 自賠制度を考える会 要望活動①（財務副大臣）
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★1   自動車議連 政策懇談会<税制要望 関係15団体出席>

★12月
   税制改革フォーラム ＳＮＳメッセージ発信＜計10回＞

        
■14    与党令和６年度税制改正大綱とりまとめ

★22 ＣＳＰ大賞第2回選考委員会（受賞者決定）

★4  自賠制度を考える会 要望活動➁（国交大臣・国会議員)

★8     自賠責 被害者保護増進等事業に関する検討会

           ■22    自賠繰り戻し(65億)政府案閣議決定
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月 会議所運営・税制関係 事業・委員会関係

１

★5   自動車5団体賀詞交歓会

★15 ＣＳＰ大賞 受賞者公表 ★15 金融庁自賠責審議会

★19 金融庁 自賠責審議会

★29 会員研修会<自動車業界動向>

２

★9   ＣＳＰ大賞 表彰式・交流会

★15 第2回税制委員会<甘利自動車議連会長と意見交換>

★26    運営審議委員会<理事会上程案審議>

★21-22 全国会議所専務理事会（静岡）

★27 会員研修会<ライドシェア>

３

★1  理事会 <事業計画・予算等審議> ★1   23年度全国会議所永年勤続者表彰式・懇親会

★15    道路・交通委員会<交通事故動向等>

★26  経済・産業委員会<自動車産業動向>

４

★3 会員研修会<交通安全>
★6-7 交通安全アクション 2024新宿

6★23 会員研修会第300回記念講演（講師：会議所内山田会長）



Ⅲ．2023年度 主な事業実績

１．事業活動
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１）組織運営

やるべき事業分野（ミッション）

１  自動車の保有・利用環境向上に向けた政策提言

２  自動車業界・団体間交流・連携促進

３  自動車の利用促進・好感度の向上

４  自動車業界の地位・好感度の向上

５  上記に優れた実績をあげた人・組織への
  賛称・褒賞

2023年度主な事業進捗

・税制改正要望書とりまとめ、与党ヒアリングや自動車議
連政策懇談会に会員団体と連携し対応

・自賠責は、引き続き繰り戻し要望活動と世論喚起に注力
・委員会活動は政策動向の情報共有を中心

・通常レベルの定時総会懇親会やCSP大賞表彰式・交流会
に加え、日本自動車会館内交流会開催など拡大展開

・国内施設視察会・会員研修会・全国専務理事会等を計画
通り開催

・「ジャパンモビリティーショー2023」の告知・入場拡大
など盛り上げに向けた協力

・第３回ＣＳＰ大賞・交通安全アクションの定着開催
・クルマ・バイク好き拡大事業、ＳＮＳ情報発信を継続

■事業分野 進捗状況サマリ―

■定時総会・理事会・懇親会開催(23年6月16日）

総会：事業実績・決算等の承認とともに自動車輸入組合上野理事長を新任理事に選任 懇親会：4年ぶりに通常形式で350名が出席 8
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■定時総会懇親会の模様

ご挨拶いただいた来賓
計７名の皆様

（ご挨拶順）

西村経産大臣 西田国交政務官 細田衆院議長 高市国務大臣 松本総務大臣 加藤厚労大臣 後藤国務大臣



■関係先への入場チケットの配布

■ジャパンモビリティーショー(JMS)2023 盛り上げ・協力の状況

■日刊自制作ＪＭＳガイドブックへＣＳＰ大賞
募集広告の掲載

■全国専務理事会による展示視察

■日刊自ブースでのＣＳＰ大賞ポスター貼付・
パンフレット配布の協力

■「自動車整備人材確保・育成推進協議会」
展示ブースへの会議所スタッフ派遣協力

■自動車会議所ニュース８・９月号でのＪＭＳ
チケット販売告知

＜一般公開：10/28（土）～11/5（日）＞
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■「第３回（2023年度）クルマ・社会・パートナーシップ大賞」の実施

～日本自動車会議所感謝表彰～

主 催 日本自動車会議所 (全163会員)

日刊自動車新聞社

目 的 自動車業界で働く人々や、自動車ユーザーを含めた自動車にかかわる全
ての方々が、わが国の社会や自動車業界に果たしている貢献に対して、
「ありがとう」と感謝の意を伝える

表彰を通じて、それぞれの貢献の取り組みにあらためて注目を集め、認知
を広げることで、同じような取り組みが拡大していく一助とする

〇日本自動車会議所が1946年（昭和21年）から創立75周年の節目となる2021年に第1回を実施
〇昨年第２回より経産省・国交省・ＪＡＦ・自動車総連の後援をいただく

後 援 経済産業省・国土交通省・日本自動車連盟(JAF)・全日本自動車産業労働
組合総連合会（自動車総連）
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応募対象 日々の業務・活動をベースにしながら、以下(1)～(4)のいずれかの分野
に実際に取り組む自動車業界で日々の業務・活動 働く方々や自動車ユー
ザー（原則として国内における取り組みが対象）

(1)モビリティに関する課題や、モビリティの手段を通した社会課題の解決に取り組ん
でいる。（例：交通安全、公共交通、MaaS 等）

(2)地域や自治体と協働・連携し、地域活性化に取り組んでいる（含:災害・緊急時）

(3)SDGs目標達成につながる取り組みを行っている（含:教育、健康、福祉）

(4)ユーザーとして自動車を大切に取り扱い、性別や年齢等に関わらず幅広い層から
 評価されうる取り組みを行っている

受賞構成 選考委員会が行う応募内容の厳正・公正な審査により、大賞ならびに大賞
に準ずる部門賞・各賞を選定（受賞数・詳細は選考委員会が決定）

関連日程 (1)23年 9月5日   応募開始
(2)      11月20日  応募締切
(3)      年内    選考委員会による受賞者選定
(4)24年  1月15日 受賞者公表

   2月  9日  表彰式 開催都内会場で当会議所会長より表彰状授与

(実績)



第３回ＣＳＰ大賞選考委員 

鎌田 実    東京大学名誉教授 (一財）日本自動車研究所 所長

山岡 正博     （一社）日本自動車会議所専務理事

委員長

花井 真紀子  ㈱日刊自動車新聞社代表取締役社長

主催者事務局

(敬称略)

関根 千佳 ㈱ユーディット 会長兼シニアフェロー

森 摂  ㈱オルタナ 代表取締役社長 「オルタナ」編集長

加藤 和夫 (一社）日本自動車販売協会連合会 理事相談役

田口 亜希 （公財）日本財団パラスポーツサポートセンター
 推進戦略部ディレクター

主催者事務局
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応募増に向けて 前回に続きパンフレット（見開き4ページ）２万部用意

応募促進記事1面（日刊自10/2付）も掲載



日本自動車会議所 → 会議所役員・会員等宛

二度にわたり応募促進協力依頼文書を発信（9月15日・11月2日）
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X(旧Twitter)

10/39/28

9/22 日本自動車会議所 ＳＮＳ情報発信（一部）
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FaceBook
10/39/28 
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〇応募件数は６２件（第2回：68件 第1回：75件）

〇応募事業者別では自動車ディーラー・流通関係、自動車部品・用品メーカー
関係が多い

応募事業者（メイン）業界別 件数

自動車（完成車）メーカー ２

自動車部品・用品メーカー関係 １７

自動車ディーラー・流通関係 ２０

トラック・物流関係 ５

旅客運輸関係 １

自動車整備関係 ２

その他（保険・観光・ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ等） ２０

合 計 ６８

※

分
類
は
事
務
局
に
よ
る
暫
定
の
も
の

(3)

(12)

(20)

()…うち会議所
                会員

(2)

(3)

第2回(2022年度)

第３回応募結概要

応募事業者（メイン）業界別 件数

自動車（完成車）メーカー ２

自動車部品・用品メーカー関係 １５

自動車ディーラー・流通関係 ２１

トラック・物流関係 ３

旅客運輸関係 ３

自動車整備関係 ３

その他（保険・教習所・行政等） １５

合 計 ６２

(2)

(8)

(19)

()…うち会議所
                会員

(2)

(1)

第3回(2023年度)

(1)

(4)
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第３回「クルマ・社会・パートナーシップ大賞」受賞事業

Ⅰ 大賞・選考委員特別賞・部門賞 13受賞者（グッドパートナーシップ25事業より選定）

１．大 賞

２．選考委員特別賞

2008年より続く小学生に自動車を支える科
学技術やモノづくりを学ぶ機会を無償で提
供する「キッズエンジニア」の取り組み

（公社）自動車技術会
（東京都千代田区）

度重なる園児置き去り事故を受けて通園バ
スを利用して園児達にクラクション体験を
学んでもらう交通安全教室の実施・展開

(株)はちどり
（愛知県安城市）

（五十音順）



３．部門賞

（１）モビリティ・ソリューション賞

創立60年を迎えた自動車教習所が地域の交
通安全教育センターとして子供達への幅広
い交通安全教育や行政連携を進める諸活動

(株)大宮自動車教習所
(さいたま市見沼区)

子供が描く絵やメッセージをトラックの背
面にラッピングするなどの活動により交通
安全啓発が全国に拡大している取り組み

（一社）こどもミュージアムプ
ロジェクト協会
（大阪府茨木市）

地域の高齢者が主役となって電動カート車
両を運行し地域を支えるグリーンスローモ
ビリティ地域推進事業

松戸市
（千葉県松戸市）
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（２）地域・コミュニティ活性化賞

警視庁との災害時における給電車両貸与協
定に基づく都内各警察署との防災活動や信
号機への給電訓練を実施するなどの諸活動

トヨタモビリティ東京(株)
（東京都港区）

自動車関連企業ならではの地域貢献として
地元公的機関と連携し茨城県内の小学校に
森を創るなどの諸活動

(株)ナオイオート
（茨城県取手市）

事業拠点のある木更津市との協定に基づく
地域活性化に向けた広範で継続的な地域
パートナーシップ活動

ポルシェジャパン(株)
（東京都港区）
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（３）SDGs貢献賞

自動車販売会社などから出る廃オイルの再
生重油を利活用した実質CＯ2排出ゼロの資
源循環型農業を目指す取り組み

ＧＮホールディングス(株)
（群馬県前橋市）

1969年からのトヨタ自動車の未就学児向け
交通安全啓発絵本の制作と、以来地域の系
列全販社が県内全幼稚園・保育園などに絵
本を贈呈している活動の共同の取り組み

トヨタ自動車(株)
（東京都文京区）
静岡県オールトヨタ販売店グ
ループ（静岡市葵区）

地域の小学校に対して専門性のある福祉車
両や同乗する車いすの体験授業を通して共
生社会に向け生徒の気づきを促す取り組み

ウエインズトヨタ神奈川(株)
-トヨタハートフルプラザ横浜-
（横浜市中区）
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（４）自動車ユーザー連携賞

交通安全対策の一環として地元の法人の福
利厚生制度に自動車点検を加えてもらい、
社員の通勤車を出張して点検する取り組み

トヨタカローラ香川(株)
（香川県高松市）

地域の自動車文化醸成および整備技術伝
承・人材育成を目的とした自動車博物館運
営とレストアに関する諸活動

奈良トヨタ(株)
（奈良県奈良市）
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Ⅱ 「グッドパートナーシップ事業」受賞者

定期的に地域の自動車関係団体が連携して自動車の
点検整備・税金・交通事故・保険などあらゆる相談
ができる「自動車なんでも相談所」実施の取り組み

（一社）愛知県自動車会議所
（名古屋市昭和区）
（一社）神奈川県自動車会議所
（横浜市都筑区）

県内の小学生から募集した絵をトラックの荷台カ
バーにペイントするなど「夢を運ぶトラックデザイ
ンコンテスト」の取り組み

（一社）神奈川県トラック協会
（横浜市港北区）

高齢運転者の交通安全をサポートするため運転ヘル
スチェックのプログラムを作成し地元警察とも連携
し拡大を図る取り組み

神奈川トヨタ自動車(株)
（横浜市神奈川区）

人と自然と車がいつまでも走り続ける社会を目指し
環境配慮型農業の取り組みや食育事業を通じて地域
活性化を図る諸活動

岐阜トヨペット(株)
（岐阜県岐南町）

水を大量消費する洗車機のメーカーとして水に関す
る地域貢献となる名古屋城の堀の水質浄化から始め
今後拡大を図る取り組み

タケウチビユーテー(株)
（名古屋市港区）

貴重なイリオモテヤマネコをクルマの脅威から守る
ためスマートフォンのアプリなどを活用して安全運
転行動を高める諸活動

デンソー(株)
（愛知県刈谷市）

※大賞・選考委員特別賞・
各部門賞を除く
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自社施設を新設した鉱山跡地における自治体・地域
と協働・連携した緑地の復元など環境保全に関する
諸活動

トヨタ紡織(株)
（愛知県刈谷市）

東日本大震災・原発被災後さらなる高齢化が進む福
島県浪江町におけるデマンド型乗り合いサービスな
ど公共交通確保の取り組み

日産自動車(株)
（横浜市西区）

東日本大震災後に地域の子供達のため防災林植林や
伝統的な祭りなどへの体験活動を企画運営する「そ
らっこくらぶ」の取り組み

ネッツトヨタ仙台(株)
（仙台市宮城野区）

通常ダンプトラックより2倍の荷物を積め安全性能
も高めた高効率コンパクトトレーラダンプの開発に
よる物流諸課題への対応

(株)花見台自動車
（福島県いわき市）

伊豆・小笠原諸島における自然災害に伴う停電対策
として中古軽自動車EVや外部給電器の供給などによ
り住民を支援する取り組み

東日本三菱自動車販売(株)
（東京都目黒区）

車いすユーザーにレンタル・リースやサブスクを通
じて個人用の福祉車両の普及を図る「福祉車両コン
シェルジュ」の取り組み

(株)ミズタニ
（京都市南区）



＜表彰式概要＞

（１）日 時：２月９日（金）１５：００～１６：３０ （終了後 交流会開催 ～１７：３０目途）

（２）場 所：第一ホテル東京 ４階プリマヴェーラ（東京都港区新橋1-2-6）

（３）出席者：〇自動車会議所内山田会長・日刊自花井社長
〇鎌田選考委員長・各選考委員   
〇大賞・選考委員特別賞・各部門賞受賞者 →表彰状授与対象者
〇グッドパートナーシップ事業受賞者
〇後援官庁・団体
〇会議所役員（監事1名）・理事団体事務局

（４）次 第：（1）主催者代表挨拶  <内山田会長>
（2）選考委員長講評  <鎌田選考委員長>
（3）受賞事業の紹介  <山岡選考委員>
（4）表彰状・副賞授与  <内山田会長> →副賞は盾（日刊自動車新聞作成）
（5）選考委員コメント ＜加藤委員＞
（6）受賞者代表プレゼンテーション  <大賞受賞者(自動車技術会）>
（7）閉会挨拶 ＜日刊自花井社長＞

（終了後 記念撮影→5階交流会会場に移動）
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司会=日刊自動車新聞社

会場出席 計80名
（同行者含む）



会場出席（計80名） オンライン出席

選考委員
委員長 鎌田 実

加藤和夫・関根千佳・森摂・田口亜希・花井真紀子・山岡正博

大賞 自動車技術会 会長 大津 啓司

選考委員特別賞 はちどり 代表取締役   石原 慧子

モビリティ・
ソリューション賞

大宮自動車教習所 社長 加藤 慎也

こどもミュージアム・プロジェクト協会 代表理事 宮田 博文

松戸市 市長  本郷谷 健次

地域・
コミュニティ活性化賞

トヨタモビリティ東京 社長    佐藤 康彦

ナオイオート 社長 直井清正

ポルシェジャパン 社長 フィリップ・フォン・ヴィッツェンドルフ

SDGs貢献賞

GNホールディングス 財務部主任 白石彩香

トヨタ自動車
静岡県オールトヨタ販売店   

グループ

社会貢献推進部長    井上 武
トヨタユナイテッド静岡   社長 桝谷 安城

ネッツトヨタ静浜  社長 竹林 栄吉

ウエインズトヨタ神奈川 まちいちばん支援部 部長   宮石 真希子

自動車ユーザー連携賞
トヨタカローラ香川 社長 向井 良太郎

奈良トヨタ 専務取締役 小南 敏美

グッドパートナーシップ事業受賞者 12事業者（18名） 3事業者（4名）

後援官庁・団体
経産省自動車課三木課員

ＪＡＦ酒井理事・自動車総連金子会長・並木事務局長
国交省（2名）

会議所役員 監事 原典之

会議所理事団体(代表者記載)
自工会永塚副会長・自販連田中常務理事・部工会大下副会長・
日整連西本常務・輸入組合入野副理事長

＜主な表彰式出席者＞ 各受賞者は代表者1名を記載
(敬称略)当日表彰状・副賞授与対象(13事業者・25人）
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＜交流会概要＞

（１）日 時：２月９日（金）１６：３０（表彰式終了後）～ 1時間程度

（２）場 所：第一ホテル東京 ５階ラ・ローズⅠ

（３）出席者：表彰式会場出席者の皆さん（同行者等含め約80名）
〇内山田会長・花井社長
〇選考委員   
〇全受賞者・同行者
〇後援官庁・団体
〇会議所理事団体事務局

（４）次 第：(1) 開会 ＜司 会＞
(2) 交流・歓談 （途中受賞者コメント）
(3) 中締め挨拶   <会議所山岡専務理事> 進行=日刊自動車新聞社
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表彰式・交流会の模様(第3回ＣＳＰ大賞)

表彰状を受け取る自技会大津会長 挨拶するはちどり
石原代表取締役

ステージ上の記念撮影 本郷谷松戸市長
(左から二番目）

大賞受賞プレゼンテーションと会場の様子

選考講評を行う鎌田選考委員長
（上）と加藤選考委員

受賞者全員と主催者代表との記念撮影

交流会：ポルシェジャパン・ヴィッツェ
ンドルフ社長と内山田会長（一番右）



大賞 十勝バス

選考委員特別賞 豊田合成

モビリティ・
ソリューション賞

トヨタ自動車

ソニー損害保険

地域・
コミュニティ活性化賞

トヨタモビリティ東京

ホンダカーズ東総

栃木トヨタ自動車

SDGs貢献賞
日本自動車販売協会連合会

東京都トラック協会

自動車ユーザー連携賞
神奈川トヨタ自動車

自動車技術会

グッドパートナーシップ事業受賞者 ３０ 

大賞 茨城県境町

モビリティ・
ソリューション賞

日本交通

地域・
コミュニティ活性化賞

赤碕ダイハツ

SDGs貢献賞 タウ

自動車ユーザー連携賞 日本カーシェアリング協会

特別賞
第一交通産業

前野モータース

グッドパートナーシップ事業受賞者 １９

上
位
賞
数

11

上
位
賞
数

７
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大賞 自動車技術会

選考委員特別賞 はちどり

モビリティ・
ソリューション賞

大宮自動車教習所

こどもミュージアム・
プロジェクト協会

松戸市

地域・
コミュニティ活性化賞

トヨタモビリティ東京

ナオイオート

ポルシェジャパン

SDGs貢献賞

トヨタ自動車
静岡県オールトヨタ販売店  

 グループ

ウエインズトヨタ神奈川

自動車ユーザー連携賞
トヨタカローラ香川

奈良トヨタ

グッドパートナーシップ事業受賞者 ２５ 

上
位
賞
数

13

（参考：ＣＳＰ大賞全３回の受賞者一覧）第
1

回(

21

年
度
）

第
２
回(

22

年
度
）

第
３
回(

23

年
度
）



２）税制

<自動車政策懇談会(12月1日)>

15団体出席・税制要望説明
 議員本人118名出席

内山田会長から税制抜本見直しに向けた議論の促進等を要望

議連総会では甘利新会長・塩谷会長代理・茂木新幹事長が出席

■自民党自動車議員連盟への対応（１）

甘利明新会長 塩谷立会長代理 茂木敏充新幹事長

最高顧問 額賀福志郎 

顧 問 衛藤征士郎 二階俊博

会 長 甘利明

会長代理 塩谷立

副会長
石破茂 森英介 山本有二
林芳正 渡辺博道 西村康稔
世耕弘成

幹事長 茂木敏充

幹事長代理 梶山弘志  小渕優子  宮沢洋一

常任幹事

村上誠一郎 林幹雄 石田真敏
西村明宏 奥野信亮 盛山正仁
笹川博義 山下貴司 井林辰憲
佐藤信秋 片山さつき 阿逹雅志

事務局長 山際大志郎

事務局次長 福田達夫 山本左近 青木一彦

自民党自動車議連役員名簿

（2023.12.6現在 順不同・敬称略）
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２）税制

<甘利明 自動車議連会長の講演・意見交換＞

(第2回税制委員会（2月15日))

意見交換の最後にまとめの挨拶を行う内山田会長
一番左は佐藤税制委員長

〇甘利議連会長より「自動車業界を取り巻く課題や税制
改革について」講演の後、意見交換。

〇甘利会長からのメッセージ骨子：
・カーボンニュートラル・GXの観点から次代にふさ
わしい税制の見直しを考える必要があり、その時が来
ている

・環境負荷とともに、どうしても道路インフラへの負荷
の課題をどうするかの議論は避けて通れない

・国税よりも地方税が財政制約が大きく対応が難しい

〇会議所内山田会長より今後意見交換の場を増やしていく
ことが提案され閉会

■自民党自動車議員連盟への対応（２）

32

第2回税制委員会

 (円内は講演する
甘利議連会長）



２）税制

2024年度税制改正要望書（表紙) 

■税制改正要望書とりまとめ(10月18日)

税制部会(9/12）・税制委員会(9/28)審議を経てとりまとめ。
関係官庁・議連幹部等に配布

33連名税制委員・賛同団体 37 



２）税制 ■JAF・税制改革フォーラム活動

1万回近く閲覧された「走行距
離課税反対」の投稿

X（旧ツイッター）上で、キャ
ラクター「カー太」くんが、マ
ンガ形式で、クルマの税金の不
合理を訴える(4年目)。12月中に
計10回投稿を実施。
毎回閲覧総数は数千～1万近くに
達し、最多では2万4千を超えた。

「ユーザーの声を集める活動」を
引き続き展開し、実際にユーザー
に書いていただいた実物パネル約
90枚を日本自動車会館１階エント
ランスホールにて展示中。

(2023.11.15～)

34

■自民党・公明党ヒアリングへの対応
(10-11月)

会議所税制改正要望書に基づき、自動車税制の抜本的
見直しや重要要望項目を説明

自民党国土交通部会(10/30)

公明党自動車議員懇話会(11/15) 90枚の直筆パネルを展示

8月3日、東京港区のJR田町駅前
で４年ぶりとなる自動車ユーザ
の税負担軽減を訴える街頭活動
を実施
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自動車関係諸税の見直しについては、日本の自動車戦略やインフラ整備の長期展望を踏まえるとともに「2050
年カー ボンニュートラル」目標の実現に積極的に貢献するものでなければならない。その上で、自動車の枠を超
えたモビリティ産業の 発展に伴う経済的・社会的な受益者の広がりや保有 から利用への移行、地域公共交通へ
のニーズの高まり、CASEに代表される環境変化にも対応するため のインフラの維持管理・機能強化の必要性等
を踏まえつつ、国・地方を通じた財源を安定的に確保し ていくことを前提に、受益と負担の関係も含め、公平・
中立・簡素な課税のあり方について、中長期 的な視点に立って検討を行う。 
  その際、電気自動車等の普及や市場の活性化等の観点から、原因者負担・受益者負担の原則を踏まえ、 また、
その負担分でモビリティ分野を支え、産業の成長と財政健全化の好循環の形成につなげるため、利用に応じた負
担の適正化等に向けた具体的な制度の枠組みについて次のエコカー減税の期限到来時までに検討を進める。 
  また、自動車税については、電気自動車等の普及等のカーボンニュートラルに向けた動きを考慮し、税負担の
公平性を早期に確保するため、その課税趣旨を適切に踏まえた課税のあり方について、イノベーションへの影響
等の多面的な観点も含め、関係者の意見を聴取しつつ検討する。 

■令和6年度（2024年度）税制改正大綱 要望結果について （検討事項）

与党税制改正大綱「検討事項」の中で、あらためてカーボンニュートラル・電動化等を踏まえた
ポストエコカー減税（2026年～）の税制抜本見直しに向けた継続検討が堅持

図出典：経済産業省
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■交通安全。アクション2023新宿(4/8-9)
      開催結果概要

４３の団体・企業などが参画。２日間で４,６００人が来場 

【開催日】
2023年4月8日(土)・9日(日)

【開催場所】
新宿駅西口広場イベントコーナー

【主催】
日本自動車会議所・警視庁新宿警察署

【後援】
内閣府、警察庁、国土交通省、東京都、警視庁

【協力】
会議所会員など43団体・企業

【開催目的・テーマ】
高 齢 者 ・幼 児 ／ 児 童 を 重 点 対 象 と
し 体 験 を 通 じ て 交 通 社 会 の ル ー ル 
や 安 全 行 動 の 大 切 さを 啓 発 す る

ステージプログラム・１２の体験型ブースを用意 

ピーポ くんファミリー、てんけんくん 、ナスバちゃんなども登場したオープニングセレモニー

ステージ：警視庁音楽隊ミニコンサート 各ブースを回ったスタンプラリーの最後に
交通安全グッズ等をプレゼント

３）交通安全
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ステージ：交通安全教室 ステージ：クルマ点検ワンポイント
アドバイス

首都高：バイク展示警視庁：白バイ展示 ナスバ：動体視力測定

東京都：歩行者シミュレーター 東京都：自転車シミュレーター 日整連：てんけんくんぬりえ体験コーナー

自動車小売用品業協会：
安全にはまず洗車・キレイな
クルマで安全ドライブ

電動車いす安全普及協会：
電動車いすの安全利用

二輪車普及安全協会：ライディング
シミュレーター＆ゲンチャレ

ＪＡＦ：子供運転免許証 共同ブース：クイックタッチ クイックステップ・
クイックキャッチ

ステージプログラムや体験型ブースの様子 



■ナスバギャラリー展開催(11/27
-12/1)

5年連続で日本自動車会館ロビーで事故被害者遺族の作品を展示

３）交通安全■地元交通安全イベントへの協力

作者・家族とナスバ理事長も駆けつけ展示を見学

愛宕警察署イベント：俊敏性
測定機器等を提供(9/30)

俊敏性測定機

■全国会議所の各種交通安全イベントへの協力
全国自動車会議所の関連する交通安全イベントに俊敏性測定
機器を貸出し貢献
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自転車事故防止：新宿警察署
サポカーを展示(5/28)

飲酒運転根絶：愛宕警察署
俊敏性測定機器等を提供(7/1)

高輪警察署イベント：サポカーを
展示(9/23)

高輪警察署イベント：交通
安全教室を開催(9/23)

会議所名 イベント名

岐阜 マイカー点検フェア2023

高知 第31回 交通安全ひろば

福島 くるまの点検フェア2023

富山 第38回自動車なんでも無料相談

富山 とやま環境フェア2023

神奈川 自動車なんでも相談所

三重 みえ交通安全・環境フェスタ2023

岐阜
はたらくのりものと自動車安全・環境フェス
タ2023

【全国秋の交通安全運動に参画】

【東京都 TOKYO SAFTY ACTIONに参画】

イベントでの活用の様子



4）保険

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

23 37
(12)

40
(8)

47
(8)

54
(12)

60
(13)

65

年度

繰戻額
（億円）

（ ）内は補正予算による追加繰戻額

・国交省の｢被害者保護増進等事業に関する検討会（以下､検討会）」、金融庁の｢自動車損害賠償責任保険審議会
(自賠審)」に本年も参画。

⇒国交省と連携して、検討会や自賠審の場を活用し、「考える会」として積立金の早期全額返済(増額)要望や
被害者保護増進等事業のユーザーの立場としての意見、ユーザーへの理解活動の必要性等を引き続き訴える
（検討会は、4月、8月、12月の計３回開催。自賠審は1月に2回開催）

⇒「考える会」として、斉藤鉄夫国土交通大臣、赤澤亮正財務副大臣（今回初めて）、自動車総連顧問議員
（礒﨑哲史議員、浜口誠議員）への要望活動を継続して実施

・これまでの報道関係者との人脈を活用し、効果的に世論を喚起する活動を実施

⇒国交大臣・財務大臣会見での記者からの質問、Yahooニュースでの記事化

2024年度(R6年度)予算で７年連続での繰り戻し
(65億円)が実現

2023年度の補正予算として13億円も追加で繰り戻し
⇒2018年度以降で最大73億円

■自賠責積立金 約5,900億円の早期全額返済に向けた理解活動の継続
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4）保険
■自賠制度を考える会 要望活動

斉藤鉄夫国土交通大臣、赤澤亮正財務副大臣、自動車総連顧問議員（礒﨑哲史議員、浜口誠議員）に要望書を手渡す

自動車総連顧問議員（12月4日） 

斉藤鉄夫国交大臣（12月4日） 赤澤亮正財務財務副大臣（11月30日） ＜要望書＞
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考える会の要望を聞かれる斉藤大臣（12月4日） 



5）クルマ好き拡大

■SNS情報発信は2023年度に4年目に入り、Ｘ（旧ツイッター）・フェイスブックをほぼ毎日更新

ホームページ Ｘ フェイスブック

X フォロワー数

2021年 9月 約160

2023年 9月 約1230

2024年 3月 約1500

Facebook フォロワー数

2021年 9月 約200

2023年 9月 約260

2024年 3月 約280

■創立75周年（2021年）を機にホームページをリニューアル、画像・動画の活用を拡充
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アクセス数

月間4万～6万台のペースで推移

※HP、SNSともCSP大賞関連や交通安全イベ

ント関連掲載・投稿時に閲覧数増大の傾向

■特に、Ⅹはフォロワー数が1,500件を超え、着実に反響が拡大



■会員研修会：会場・リモート併用のハイブリッド形式。自動車関連を中心とした
テーマで１０回開催。地方から参加者も拡大中

6）会員サービス

開催日 テーマ 講 師

2023年4月18日 モビリティ リ・デザインとイノベーションによる新たな価値創造
ＫＰＭＧモビリティ研究所
所長・小見門恵氏 倉田剛氏

 6月1日 シェアリングエコノミーの動向と課題 
一般社団法人 シェアリングエコノミー協会

代表理事 石山アンジュ氏

6月28日 情報セキュリティ10大脅威2023 組織編
独立行政法人 情報処理推進機構

セキュリティセンター 
大友更紗氏

8月3日 マクロデータによる電動キックボードの事故分析
公益財団法人 交通事故総合分析センター

主任研究員 木内透氏

9月26日 物流の「2024年問題」を乗り越えていくために
立教大学 教授
首藤若菜氏

10月30日 自動車産業における脱成熟化：SDVで変容する価値構造
法政大学 准教授

糸久正人氏

11月29日
サーキュラーエコノミー（循環経済）への招待

～新しい資本主義経済の形～

東海大学 副学長  
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター 理事長

細田衛士氏

2024年1月29日
自動車産業の展望

～2023年の振り返りと2024年の業界動向～
ナカニシ自動車産業リサーチ代表
自動車アナリスト 中西孝樹氏

  2月27日 「ライドシェア」を正しく理解し活用しよう
名古屋大学大学院 教授

加藤博和氏

          4月3日 体調変化に起因する交通事故の実態と予防対策について
滋賀医科大学 教授

一杉正仁氏 42

小見門恵氏（4/13)

石山アンジュ氏（6/1)

大友更紗氏（6/28)

首藤若菜氏（9/26)

中西孝樹氏（1/29)



6）会員サービス

■全国自動車会議所連携

年2回計画通り実開催にて現地実施

<永年勤続者表彰式>
23年度も2年連続で実開催（2024.3.1）

■国内施設視察会（静岡・富士モーター
スポーツフォレスト 11/16)

特別号含め会議所ニュース10回発行

<全国専務理事会＞

〇秋期  東京都開催

〇春期  静岡県開催

全国専務理事会(東京)・JMS2023 の視察も実施

同フォレスト内にあるトヨタ交通安全センター「モビリタ」で
の安全運転実技講習の後、富士モータースポーツミュージア
ム・ルーキーレーシングガレージを見学。17名が参加。
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(2023.10.26-27)

(2024.2.21-22)

■広報・出版事業：

受彰者（6会議所12名 ）

・木村真奈美さん（福島県） ・野田誠子さん（愛知県）
・善波祐二さん（神奈川県）     ・山内亜澄さん（愛知県）
・柴田さつきさん（神奈川県） ・高橋哉恵さん（愛知県）
・成田仁さん（神奈川県）  ・吉村昌敏さん（岐阜県）  
・渡邊久美さん（静岡県）        ・河村淳さん（岐阜県）
・堀カナエさん（静岡県）        ・山東和美さん（福井県）

内山田会長を囲んで記念撮影 

順不同



6）会員サービス

日時･場所： 2023年10月10日（火）17:30～19:00 日本自動車会館１F くるまプラザ

参加人数 ： 162名

・入館各法人から選出の実行委員（15名）が企画・事前準備から当日の運営までを担当。

・交流会のアトラクションとして、入館法人に関係するクイズ大会と景品が大抽選会を実施。

・クイズ大会では「ジャパンモビリティショー」や、「クルマ・社会・パートナーシップ大賞（ＣＳＰ大賞）」に関する問題が出題

され、テーブル毎の チームで相談、回答する形式とするなど懇親を深められるよう工夫。

・開催テーマに東北復興を掲げ、東北地方に関わりのある飲食物を提供。

・コロナ禍の影響で４年ぶりの開催。来年の開催を期待する声も上がり、交流会は盛況と評価。

■日本自動車会館

第６回会館交流会(10/10)について
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■運営審議委員会
委員会活動 ■税制委員会

■道路・交通委員会 ■経済・産業委員会
<委員長：小糸正樹 自販連副会長・専務理事>

<委員長：佐藤康彦 自販連法規・税制委員長>

第1回：経産省自動車課と産業動向の情報共有(23.10.3)

<委員長：永塚誠一 自工会副会長・専務理事>

<委員長：若林陽介 全日本トラック協会理事長>

第1回：税制改正要望書案審議（23.9.28)第4回：総会上程議案審議（23.5.22)

第1回：国交省道路局、物流･自動車局と予算概算要求の情報共有
（23.10.11)

(写真は第1回)

第5回：理事会上程議案審議（24.2.26 )

(写真は第4回)

第2回：自動車議連 甘利会長との意見交換（24.2.15)

(写真は第1回)

第2回：警察庁等と交通事故状況の情報共有（24.3.15)
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第2回：経産省自動車課と産業動向の情報共有(24.3.26)

(写真は第1回)
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